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ス ギ花粉飛散数 に 基づ く 果樹カ メ ム シ類の発生量予測

彦

の飛散時期 に行わ れ， 球果 自 体 は 5 月 に 急速 に 生長す る
が， 種子 の 生長 は そ れ よ り 遅 れ て 受精 後 の 7 月 に 始ま
り ， 種子乾物重 は 8 月 に 急激に増加す る (橋詰， 1 980) 。

一方， 2 種 カ メ ム シ は 4 月 に 越冬場所か ら 離脱 し ， 5�6 

月 は局所的 に 存在す る サ ク ラ な ど の 果実 を 摂食 し た 後，

横栽面積が大 き い ス ギ ・ ヒ ノ キ の 球果 で増 殖 す る (守

屋， 1 995) 。 た だ し ， 2 種 カ メ ム シ は ス ギ 球 果 そ の も の

で は な く 球 巣 内 の 種 子 を 摂 食 す る た め に (小 田 ら ，
1 981 )  ， ス ギ球果が増殖 に 利 用 さ れ る の は種子が形成 さ
れ る 7�1 0 月 で あ る 。 チ ャ パ ネ ア オ カ メ ム シ の 年間繁殖

回数は， 野外採集個体の卵巣発育ノ f タ ー ン や ス ギで の発

生消長か ら 大部 分 の 個 体 は 年1 回 と 考 え ら れ て い た が

(梅谷， 1 976 ; 小田 ら ， 1 981 ) ， 最近で は 通常1 年 間 に 2
回世代 を 経過す る と 見 ら れ て い る (守屋， 1 995) 。 ツ ヤ
ア オ カ メ ム シ の 年間 繁殖 回 数 は よ く調べ ら れ て い な い

が， 1 �2 固 と 考 え ら れ る 。
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ス ギ花粉飛散数の観測は ス ギ花粉旋対策 の 一環 と し て

全国的 に 行わ れて お り ， 観測デー タ は 医科大学や病院，

林業試験場等の ホ ー ム ペ ー ジ で公開 さ れ て い る 。 調査方

法 は Durham 型捕集器 を 設 置 し ， 毎 日 午 前 9 時 に 白 色

ワ セ リ ン を塗布 し た ス ラ イ ド グ ラ ス の交換 を 行 う 。 回収
し た ス ラ イ ド グ ラ ス (6 X 6 cm) を ゲ ン チ ア ナ ノ f イ オ レ

凶
下森和歌山県農林水産総合技術 セ ン タ ー果樹試験場か き ・ も も 研究所
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ス ギ の生殖生長 と チ ャ パネ ア オ カ メ ム シ の生活史 を 図
1 に 示 し た 。 ス ギ花粉 の 飛散 は 通常 2 月 上句 に 始ま り ，
3 月 に ピ ー ク を 迎 え ， 4 月 下旬 に 終息 す る 。 受粉 は 花粉

我が国で果樹 を加害す る カ メ ム シ の主要種は チ ャ パネ
ア オ カ メ ム シ Plautia crossota stali SCOTT， ツ ヤ ア オ カ

メ ム シ Glaucias subþunctatus W ALKER お よ び ク サ ギ カ メ
ム シ Halyomorþha halys (STÀL) で あ り (長 谷 川 ・ 梅
谷， 1974) ， こ れ ら 果樹 カ メ ム シ 類 は 1 970 年代以降 に 全
国的な大発生 を繰 り 返 し ， 果樹生産 に おいて 最 も 大 き な

被害 を 及 ぽす害虫 と な っ て い る 。
果樹カ メ ム シ類の防除 は事実上薬剤 に 依存 し て い る た

め ， そ の発生量予測は防除 に お 砂 る 重要 な課題であ る 。
我が国 で は ， 1 970 年代 に 果 樹 カ メ ム シ 類 の 生態調査が

精力 的 に行わ れ た 結果， 増殖源 は主 に ス ギ と ヒ ノ キ の球

果 で あ る こ と が 明 ら か に な り ( 田 中， 1 979 ; 山 田 ・ 宮
原， 1980 ; 小 田 ら ， 1 981 ) ， ス ギ ・ ヒ ノ キ の 当年球果 量
が多い と 果樹 カ メ ム シ類の越冬個体数また は翌年の カ メ
ム シ類の被害が多い傾向が認め ら れた (小田 ら ， 1 982 ; 
山 田 ・ 野田， 1 985) 。 こ の よ う に 球果量 と 果樹 カ メ ム シ

類の発生量 と の 関係 は認識 さ れ て いた が， 広い範囲で球

果着生量 を正確 に 評価す る こ と は労力 的 に も 困難であ っ
た 。

一方， 近年ス ギ花粉飛散数が花粉症対策 の た め に各地

の病院で調べ ら れ， 調査資料が蓄積 さ れつつあ る (複本

ら ， 1998 な ど) 。 ス ギ樹の花粉量 と 種子生産 と の 聞 に は
正の相闘が あ る こ と か ら (斉藤 ・ 竹岡， 1 987) ， 花粉飛
散数が球果震 を 示す指標 に な り う る と 考 え ら れ る 。 そ こ
で， 球果量の代わ り に ス ギ花粉飛散数 を利用 し て ， 西南
暖地 での 主要種であ る チ ャ パ ネ ア オ カ メ ム シ お よ び ツ ヤ
ア オ カ メ ム シ の発生量予測を試 み た 。

< チ ャ パ ネ ア オ カ メ ム シ >

越冬密度調査 予察灯 調査
モ令 く ;;. 

| 越冬世代 \ゅ骨\ 第2世代 | 
1 1 1 2 I 3 I 4 I 5 I 6 I 7 I 8 I 9 I 1 0  I 1 1  I 1 2  l 月

ス ギ の生殖生長， チ ャ パ ネ ア オ カ メ ム シ の生活史

お よ び調査時期 (森下 ら ， 2001 を 改変)

←→ は 調査期間 を 示 す 。
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ツ ヤ ア オ カ メ ム シ は 常 緑 樹 の 樹 冠 で 越 冬 し (小 田 ，
1 991 ) ， そ の調査方法 も 確立 さ れ て い な いた め に ， チ ャ

パ ネ ア オ カ メ ム シ の よ う な越冬密度 の 把握 は現在の と こ

ろ 困難であ る 。

ス ギ花粉飛散数に基づ く 果樹カ メ ム シ類の発生量予測

ス ギ 花粉飛散数 と カ メ ム シ越冬密度， 越冬後成

虫の誘殺数 と の関係

W 

花粉飛散数 は 1 995 年 に 非常 に 多 く ， 一方， チ ャ ノ 叶、
ア オ カ メ ム シ の越冬密度 は 1 996 年 に 極 め て 高 く か っ 2

種カ メ ム シ の予察灯誘殺数 も 多 く な る な ど， チ ャ パ ネ ア
オ カ メ ム シ の越冬密度 と 2 種 カ メ ム シ の予察灯誘殺数 は

ス ギ花粉飛散数か ら 1 年遅れで よ く 似 た 変動 を 示 し た 。
ま た 1 996 年 に は 6�7 月 に 収穫 さ れ る モ モ や ウ メ で果実

被害が見 ら れた (図-3) 。

ッ ト で染色 し た後 に カ バー グ ラ ス を かぶせ て ， 生物顕微

鏡下で花粉数 を 計測 し ， 1 �4 月 を 集 計 し て 年間飛散数
と し て い る 。

和歌山 県 で は 1 986 年以降， 県 下数か所 の 病 院 で ス ギ

花粉飛散数が観測 さ れ て お り (榎本 ら ， 1 998) ， 県 下 4

か所 に お り る 年次変動 を 図 2 に 示 し た 。 年間 飛散数 は

橋本市で最 も 多 く 和歌山市で少ないな ど， 地域 に よ っ て

異 な る も の の よ く 似た 年次変動 を 示 し た 。
ス ギ雄花生産量 は 前 年 7 月 の 降水 量 と は 負 の 相 聞 が

(横 山 ・ 金指， 1993) ， ま た 前年 5�8 月 の 日 照 時間 と は
正 の 相 闘 が あ る こ と が 明 ら か に さ れ (福 島 ・ 小 平，
2000) ， 前年の 気象条件か ら ス ギ雄花生産量 の推定 が可

能 と な っ た 。 し か し ， 本年は昨年の気象条件か ら 花粉飛
散量が多 く な る と 予想 さ れた が， 実 際 は そ れ ほ ど多 く な
か っ た よ う に ， 花粉形成 に 好適 な 気象条件の年が続いて

も 花粉生産量 は必ず し も 連年多 く な ら ず， ス ギ の樹勢 も

組み入れた モ デルが必要 な よ う で あ る 。

1 993�2000 年 に お い て 毎年 2 月 に 和 歌 山 県 下 31 �62

地点で， 1 地点 につ き ナ ラ ・ カ シ類 な ど で構成 さ れ る 落
葉広葉樹林 の 林床 5 m 四方か ら 落葉 を 50 1 を 採取 し て
成虫数 を 数 え た 。 チ ャ パ ネ ア オ カ メ ム シ の越冬密度 は，

地域別 に 見 る と 県南部が北部 よ り 高い傾向が認め ら れた
が， ど の 地域 も 1 996 年 に 最 も 高 く ， よ く 似 た 年次変動
を 示 し た 。

チ ャ パ ネ ア オ カ メ ム シ は 広葉樹林の落葉 中 で越冬す る
が ( 山 田 ・ 野 田 ， 1985 ;守屋， 1 995) ， こ の よ う な 越冬
場所の面積 は 年 に よ っ て 大 き く 変化 す る こ と は な いの
で， 越冬密度 は チ ャ パ ネ ア オ カ メ ム シ の個体群動態 を把
握す る う え で重要な指標 と し て 位置 づ け ら れ る 。 一方，
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図 - 3 ス ギ花 粉 飛 散 数 (A， 図 2 に 示 し た 和歌 山 県 4 か

所) ， チ ャ パ ネ ア オ カ メ ム シ の 平均越冬密度 ( 8，

毎 年 2月に 調 べ ら れ る の で， た と え ば 1996 年 は

95�96 年冬期 を 示す) ， 予察 灯 に お け る チ ャ パ ネ

ア オ カ メ ム シ (ーーー) と ツ ヤ ア オ カ メ ム シ ( . . . . . ・ ) の

誘殺数 (C， 4�7月， 那賀郡粉河町) お よ び ウ メ ( 日

高郡 ・ 西牟委郡， 一一→ モ モ (那賀郡， … … ) の被害
果率 (D) の年次変動 (森 下 ら ， 2001 を 改変)
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図 ー2 和歌山 県各地 に お け る ス ギ花粉飛 散数の年次変動
(森 下 ら (2001 ) と 榎本 ら (未発表 デー タ ) に よ る )
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(2002 年)

ス ギ は全 国 的 に 植栽 さ れ て い る が， ヒ ノ キ は 中部地 方

以西 に 多 く (佐橋 ら ， 1 995) ， 神戸市 周 辺 で は ス ギ と ヒ

ノ キ の花粉飛散数 は ほ ぽ同様 に 年次変動す る と い う (稲
守， 私信) 0 2 種 カ メ ム シ は ヒ ノ キ の 球 果上 で も 増殖で
き る こ と か ら (小田 ら ， 1981) ， 中部地 方以西 で は ヒ ノ
キ も ス ギ と 同程度 に 2 種 カ メ ム シ の増殖に 関与 し て い る

と 考 え ら れ る 。

V 本年の発生量予測

ス ギ花粉飛散数 は ， 1 999 年まで は 全 国 的 に ほ ぽ同 じ

よ う に 変動 し て いた が， 1 999 年 夏 の 気象 が 東 日 本 で は

干 ばつ傾向， 西 日 本で は 降水量が多 か っ た た め に ， 2000 

年以 降 は 東 日 本 と 西 日 本 で は 異 な っ て い る 。 西 B 本 で

は ， 2001 年の花粉飛散数 は 1 995 年 に 次 ぐ 多 さ で， そ の

た め 本 年 (2002 年) は 春~夏 に 果 樹 カ メ ム シ 類 が非 常

に 多い と 予想 さ れ， 十分 な対策 が必要で あ る 。 一方， 東
日 本で は 昨年 よ り も 少 ない と 予想 し て い る 。
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そ こ で， 当該年の ス ギ花粉年間飛散数 (X : 個/cm2)
と ， そ の 年か ら 翌年 に か け て の チ ャ パ ネ ア オ カ メ ム シ越
冬 密 度 ( Yi : 頭/50 t) ， 越 冬 後 成 虫 が誘殺 さ れ る 翌 年
4�7 月 に お け る チ ャ パ ネ ア オ カ メ ム シ ( 五 : 頭) お よ
び ツ ヤ ア オ カ メ ム シ の 予 察灯誘殺数 ( お : 頭) と の 関
係 を調べた と こ ろ ， 以下の 回帰式が得 ら れ， そ れぞれの

相関係数 も 高か っ た (図-4) 。

Yi = 0 . 0000047 X1 ・6233 ( r = 0 . 8492， ρ < 0 . 01 ， n = 8) 
日 = 0 . 05796X1 朋 ( r = 0 . 7352， ρ < 0 . 01 ， n =1 4) 

日 = 0 . 0011 93X1・7079 ( r = 0. 7842， ρ < 0 . 01 ， n =1 4) 
し た が っ て ， 当該年の ス ギ花粉年間飛散数か ら ， そ の

年か ら 翌年 に か け て の チ ャ パ ネ ア オ カ メ ム シ越冬密度，
越冬後成虫が誘殺 さ れ る 翌年 4�7 月 に お 砂 る チ ャ パ ネ
ア オ カ メ ム シ お よ び ツ ヤ ア オ カ メ ム シ の予察灯誘殺数の
予測が可能で あ る と 考 え ら れた 。

こ の よ う に ス ギ花粉飛散数 と 果樹カ メ ム シ類の発生量
と の 聞 に 密接 な 関係が明 ら かであ る こ と か ら ， 全国的に

調べ ら れて い る 花粉飛散数の デー タ ベ ー ス は， カ メ ム シ

対策 と し て 農業サ イ ド か ら も 有用 で あ る と 考 え て いる 。
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秋期 に お け る 発生量予測

越冬後成虫 が誘殺 さ れ る 4�7 月 に お け る 2 種 カ メ ム
シ の予察灯誘殺数 は前年の ス ギ花粉飛散数 と 高い相関関
係が認め ら れた が， カ キ や カ ン キ ツ の 果実被害 に 関係 が

深い 9�1 0 月 の誘殺数 は ， 当 年 の ス ギ花粉飛散数 と の相

闘があま り 高 く ない。 こ の 原因の一つ に は ， 温暖化の影

響か ら か， 近年秋期 の気温が高い こ と が あ げ ら れ る 。 予

察灯 を調べ て い る と ， 夜間の気温が高い と 昆虫類全体 に
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図 - 4 ス ギ花粉の 年間飛散数 と チ ャ パ ネ ア オ カ メ ム シ の

越冬密度 (A) ， 予察灯 に お け る チ ャ パ ネ ア オ カ メ

ム シ の誘殺数 ( 8) お よ び ツ ヤ ア オ カ メ ム シ の誘殺

数 (C) と の相関図 ( 森 下 ら ， 2001) 
事. : ρ く 0 . 01 。
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誘殺数が多 く な る こ と を よ く 経験す る が， 夜間の気温が
高 い 日 が続 く と 当 然 カ メ ム シ類の飛掬活動 も 活発 に な る
こ と が予想 さ れ る 。 実際1 998 年 と 1 999 年秋期 に お い て
顕著 に 見 ら れ る よ う に ， 気温が平年 よ り 高 く 推移 す る
と ， そ の期間の カ メ ム シ類の誘殺数が多 か っ た ( 図-5) 。
そ こ で， 花粉飛散数 に 加 え ， 秋期 の気温を組み入れて秋
期の カ メ ム シ類の誘殺数予測を行 っ た が， 信頼性の高い

予測式がで き て お ら ず， こ の 点 は 今後の検討課題であ る

と 考 え て い る 。

お わ り に

近年， 植食性昆 虫 の 個体群動態 に は 天敵 な ど の 影響
(top-down 効果) よ り も 寄主植物 が 質 的， 量 的 に 大 き
く 影 響 す る bottom-up 効 果 が 重視 さ れ (OIlGUSII I ，

1 995) ， 種 子 食 見 虫 で あ る カ メ ム シ の 一 種 Lygaeus

equestris が草本植物 の種子生産量 に 依存 し た 発 生密度
を 示 す こ と が報 告 さ れ て い る (SOLllRECK， 1 995) 。 本研

究 に お い て も 種子食昆虫 で あ る 果樹 カ メ ム シ類の発生量
が寄主植物で あ る ス ギの球果量 に 関連 し て 変動 し て い る
こ と が示 さ れ， また 実際に球果数が多 い ス ギ樹でチ ャ パ
ネ ア オ カ メ ム シ の幼虫密度が高 い こ と が報告 さ れ て い る
こ と か ら (小田 ら ， 1 981 ) ， カ メ ム シ 類 の 個体数変動 に

お い て bottom-up 効果が重要 な 要 因 で あ る よ う に 見 え
る 。 た だ し ， ス ギ ・ ヒ ノ キ 林 に お け る 2 穫 カ メ ム シ の個

体群動態 につい て は ， ス ギ ・ ヒ ノ キ 林 に お け る 生態調査

が容易 で な い た め に 断 片 的 に し か明 ら か に な っ て お ら ず
( 田 中， 1 979 ; 小 田 ・ 中西， 1 983) ， 2 種 カ メ ム シ の 密度
が ど の よ う な生態 的過程 に よ っ て ス ギ ・ ヒ ノ キ の球果量
に 規定 さ れて い る か を 解明 す る こ と が今後の課題 と 思わ
れ る 。
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ク ク メ リ ス カ ブ リ ダ ニ ( ア ン プ リ セ イ ウ ス ク ク メ リ ス )
50 ， 000 頭/缶

，〆 グ f :y 7" (20851 : キ ャ ッ ツ ) 2002/6/18 
な す (施設栽培) : ア ザ ミ ウ マ 類 : 発生初期 : 放飼
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チ リ カ プ リ ダ ニ ( フ ァ イ ト セ ー ラ ス ノ f ー シ ミ リ ス ) 1 ， 000 
頭/250 m l  
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い ち ご (施設栽培) : ナ ミ ハ ダニ : 発生初期 : 放飼

「殺菌剤J
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7'/1-カ ラ ゲ 井 (20848 : エ ー ザ イ 生科研) 2002/6/18 
か ん し ょ : つ る 割病 : 植付前 : 1 回 : 17 時間苗の切 り 口 を 浸

漬

「殺虫殺菌剤」
DBEDC 液剤
ド デ シ ルベ ン ゼ ン ス ル ホ ン 酸 ビ ス エ チ レ ン ジ ア ミ ン 銅錯塩

( II )  0 . 04% 
ず シ ョ ール波筋AL (20849 : 米津化学) 2002/6/18 
き ゅ う り : う ど ん こ 病 ・ べ と 病 ・ オ ン シ ツ コ ナ ジ ラ ミ ・ ワ タ

ア ブ ラ ム シ : 収穫前 日 ま で : 4 回， ト マ ト : 葉 か び病 ・ 灰
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チ ア メ ト キサ ム ・ ピ ロ キ ロ ン粒剤
チ ア メ ト キ サ ム 2%
ピ ロ キ ロ ン 12%
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2002/6/18 
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日 : 1 回 : 育苗箱中 の 苗の上か ら 均一 に 散布す る 。
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